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基礎看護学実習Ⅰ前に実施した 
時間外シミュレーショントレーニングの学生が認識した効果

The effect of overtime simulation training before first Fundamental nursing clinical training recognizes by nursing 
students. 
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要　旨
［目的］基礎看護学実習Ⅰ前に実施した時間外シミュレーショントレーニングの学生が認識した効果を分析し、

トレーニングの意義と今後の課題を検討する。
［方法］基礎看護学実習Ⅰを控えた看護大学 2 年生を対象に「血圧測定と情報収集・指導者への報告」お

よび「呼吸音聴診」の時間外トレーニングを実施した。その後、トレーニングに関するWebアンケート調
査を依頼し、同意を得られた記述内容から学生が認識したトレーニングの効果の内容を分析した。
［結果］トレーニングには 7 回で延べ98名の学生が参加し、同意が得られた85名のアンケート調査表を分

析した結果、「血圧測定と情報収集・指導者への報告」および「呼吸音聴診」の時間外トレーニングは実習
で「役立った」と解答した学生が多かった。自由記述ではトレーニングに参加したことにより【実習への
心構えができた】、実習では［落ち着いた行動］［スムーズな行動］［状態把握］［指導者への対応］ができ、【実
習で効果を実感できた】ことが示された。
［考察］ 基礎看護学実習Ⅰ前に、シミュレーション教育による看護技術の反復練習や得られた情報をアセ

スメントし、指導者へ報告するという過程をトレーニングすることは有意義であると考える。今後も継続
して効果的なトレーニングが開催できるよう、学生と情報共有しトレーニング構成や内容を検討する必要
がある。

キーワード：看護基礎教育、実習前トレーニング、シミュレーション
Keywords：Fundamental nursing education, Training before clinical practice, Simulation training

1）福岡女学院看護大学

Ⅰ．はじめに

看護基礎教育において、看護技術の修得には臨地
実習や演習等で経験回数を重ねることが重要である。

臨地実習では、対象者への人権配慮や安全確保の
取り組み強化などにより、学生が看護技術を実施す
る上での制約が増加しており、経験できる技術は少
なくなっているのが現状である。そのため臨床を再
現した場面を活用したトレーニングが求められてお
り、大学における看護系人材のあり方に関する検討
会（2019）で発表されたモデル・コア・カリキュラ
ムでは、シミュレーション教育の方略を活用した取

り組みの推進が述べられている。
臨床を再現したシミュレーション教育は、何度失

敗しても繰り返し練習ができ、学生の経験不足を補
い、自信をつける手立てとなると思われる。

このような背景から、A看護大学では、 2 年生対
象に前期の基礎看護学実習Ⅰを控えた時期に、時間
外シミュレーショントレーニング（以後トレーニン
グ）として、「血圧測定・情報収集・指導者への報告」
および「呼吸音聴診」の 2 種類を実施した。

対象であるA看護大学の 2 年生は 1 年生前期に
開講された基礎看護学方法論Ⅰでコミュニケーショ
ンの概念やバイタルサイン測定に関する講義及び演
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習を受講している。 2 年生前期の基礎看護学実習Ⅰ
で、実際の患者にバイタルサイン測定し観察するま
でに約 1 年が経過しているため、授業や演習で学ん
だ知識や技術を失念している可能性は高い。基礎看
護学実習Ⅰに備えて、個人もしくは学生同士でお互
いにバイタルサインを測定、呼吸音を聴診して自己
学習を行っているが、測定できる回数や人数は少な
いことが予測される。また、自己学習している全て
の場面に教員が関わりアドバイスやフィードバック
を学生に伝えることは難しい。

血圧測定に関する先行研究では、模擬患者へ実施
する技術演習で、初めて出会う人への緊張や身体の
違いへの驚き、練習の必要性の認識、成功体験に
よる自信への繋がりなどが学習成果として報告され
ている（長峰,佐藤2018）。また、A看護大学で実施
した 1 年生対象の血圧測定トレーニング「血圧測定
100本ノック！」では、測定手順やコツの修得、コミュ
ニケーション技術の向上などの学びが得られ、複数
の対象者を測定することの意義も報告している（吉
川,藤野2019）。
「呼吸音聴診」は、患者からの情報収集として、

実習での実施率が高いが（寺山ら,2008;片野,2020）、
自身の五感で判断するため、習得が難しく繰り返し
練習する必要があると言われている（東山ら,2018）。

そのため、本稿ではこれら 2 種類のトレーニング
参加者の意見や感想から、学生が基礎看護学実習Ⅰ
を振り返り、トレーニングの効果として認識してい
ることを抽出し、トレーニングの意義と課題を検討
したので報告する。

Ⅱ．方法

1. トレーニングの対象者
2018年度前期に基礎看護実習Ⅰを履修する予定で

あるA看護大学 2 年生123名。

2. トレーニング目的
基礎看護学実習Ⅰに向けて、血圧の測定方法や患

者とコミュニケーションをとり、アセスメントした
結果を指導者へ報告すること、呼吸音聴診の知識・
技術を習得することを目的としてトレーニングを実
施した。

3. 日程の設定と参加者の募集方法
1）トレーニングの日程
（1）血圧測定・情報収集・指導者への報告
　　2018年 6 月 4 日（ 2 回）、 8 日、12日

（2）呼吸音聴診
　　2018年 6 月14日（ 2 回）、15日
計 5 日間、必須科目授業がない時間帯に90分のト

レーニングを 7 回実施した。

2）募集方法
①学内の掲示板へチラシを貼付
②該当する 2 年生全員へ案内メールを送信
③Webで参加受付

4. トレーニング方法
トレーニングの方法および進め方は表 1 ～ 3 に示

す。血圧測定および呼吸音聴診は、全員が繰り返し
実施し、教員の模擬患者からの情報収集シミュレー
ションおよび指導者への報告は、グループからの代
表学生数名が実施した。

5. トレーニング評価
授業最終日にWebを用いた「シミュレーション

教育の感想に関するアンケート」のうち、時間外ト
レーニングに関する評価項目の記入を依頼した。評
価項目は、以下に示す。
1）評価項目

①�基礎看護学実習Ⅰの際に患者さんの呼吸音を聴
診したか

②�時間外トレーニング「血圧測定・情報収集・報
告」は、実習に役立ったか《全く役に立たなかっ
た: 1 ～とても役に立った: 5 》を 5 件法、その
理由は自由記述で求めた。

③�時間外トレーニング「呼吸音聴診」は、実習に
役立ったか《全く役に立たなかった～とても役
に立った》を 5 件法、その理由は自由記述で求
めた。

6. データ収集方法
入力したデータは基礎看護学実習Ⅰの成績評価が

終了した後に、研究協力を学生に依頼し、同意が得
られた学生のデータを分析した。学生に研究協力を

吉川由香里 他
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【トレーニングの目的】実習へ向けて、バイタルサイン測定・情報収集・指導者への報告方法を再学習する。
【対象学生】2年生（希望者）　
【トレーニング方法】　1グループ 5～ 6人に分かれてグループ単位で実施する。
1．血圧測定

（1）参加者は A 列 B 列と 2 列にならび、正面の 2 人がペアとなり向かい合って座る。
（2）A 列は看護師役、B 列は患者役とし、開始の合図で A 列の看護師役は B 列の患者役へ下記の対応を始める。
　　①挨拶する②血圧測定することの許可を得る③影響因子の有無確認④血圧測定⑤血圧値のフィードバック⑥片付け

（3）開始から 3 分経過したら、対応が終了していなくても A 列の看護師役は右隣へ移動し、新しい患者役の前に座る
（4）再び開始の合図で、（2）の対応を始める。
（5） 3 回対応を行ったら、看護師役と患者役を交代する。
（6）患者役の学生は、看護師役の学生が行う（２）①・②・③・⑤に対し返答する。
2．患者からの情報収集シミュレーションと振り返り
《事例設定》
2018 年度 2 年生前期に開講した「コミュニケーションリテラシー」でのシミュレーション演習事例と同じ、糖
尿病患者とした。

《場面設定》
実習 2 日目の午前 9 時、受け持ち患者で個室に入院中の O 氏の情報収集を行うために訪床したところである。

（1）グループの代表者が模擬患者 ( 教員 ) とコミュニケーションをとり、情報収集するシミュレーションを 5 分間実施。
（2）5 分間振り返りを行う。
（3）（2）での振り返りを活かし、前回と異なる学生が再度シミュレーションを 5 分間実施。
（4）5 分間振り返りを行う。
3．指導者への報告
シミュレーションで得られた情報を基に、指導者（教員）へ報告するシミュレーションを行う。

表 １ 「血圧測定・情報収集・報告」トレーニング概要

【トレーニングの目的】実習へ向けて、聴診方法を再学習し、呼吸音の正常と異常の違いを理解する。
【対象学生】2年生（希望者）　
【トレーニング方法】　1グループ 5～ 6人に分かれてグループ単位で実施する
1．知識の確認（20分）
　　・肺の解剖学的構造、聴診方法、正常な呼吸音、副雑音の種類と音
2.　聴診演習（20分）
　　・正常音：2 人ペアになりお互いの呼吸音を聴診
　　・副雑音：シミュレータを活用し、適宜グループを交代しながら、4 種類の副雑音を聴診
3．シミュレーション（15分）
　　・事例を提示し、シミュレータの呼吸音を聴診して状態をアセスメントする
4．質疑応答・まとめ（5分）

表 3 「呼吸音聴診」トレーニング概要

表 2 「血圧測定・情報収集・報告」トレーニングのタイムスケジュール

分 内容 ルーム
１

ルーム
２

ルーム
３

ルーム
４

5 オリエンテーション 全員

15 血圧測定 全員

5 説明・移動 全員

20 血圧測定
シミュレーション・振り返り 4 ～ 9G 1G 2G 3G

20 血圧測定
シミュレーション・振り返り

1 ～ 3G
7 ～ 9G 4G 5G 6G

20 血圧測定
シミュレーション・振り返り 1 ～ 6G 7G 8G 9G

10 報告シミュレーション 全員

実践報告 基礎看護学実習Ⅰ前に実施した時間外シミュレーショントレーニングの学生が認識した効果 
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依頼する際、アンケート調査表への記入は自由意志
であること、個人が特定されることはないこと、授
業評価とは無関係であることを伝えた。
調査期間：2018年 7 月17日～ 7 月31日

7. 分析方法
同意を得られたアンケート調査表において、量的

データは記述統計により傾向を分析した。自由記述
については、記述内容から学生がトレーニングの効
果として認識している内容を抽出し、内容のまとま
りのある文節で区切り、コード化した。その後、類
似性と相違性を検討して帰納的にカテゴリー化を
行った。データの分析段階において、共同研究者と
分析内容を照合しながら、再現性と信頼性を高めた。

8. 倫理的配慮
本研究は、福岡女学院看護大学倫理委員会で承認

を得て実施した（No.18- 5 （2））。
調査にあたり、研究参加者には研究の主旨と方法、

利益と不利益、研究への参加は自由であること、個
人情報の保護および得られたデータは参加者が特定
できない方法を用いて分析し、研究以外の目的で使
用しないことを口頭と説明書で説明し、同意書の提
出をもって同意とみなした。

Ⅲ．結果

トレーニングに参加した学生は、延べ98名であり、
同意を得られた85名を分析対象とした。「血圧測定
と情報収集・指導者への報告」トレーニングのみに
参加した学生は18名、「呼吸音聴診」トレーニング
のみに参加した学生は 5 名、両トレーニングに参加
した学生は62名であった。

1．実習での呼吸音聴診
基礎看護学実習Ⅰにおいて、患者の呼吸音を聴診

した学生は、43名（50.6%）であった。

2．実習での役立ち
1）「血圧測定・情報収集・指導者への報告」
「血圧測定・情報収集・指導者への報告」トレー

ニングに参加した学生80名のうち、トレーニングが
実習で《とても役に立った》と解答した学生は70名、

《まあ役に立った》は 9 名、《どちらでもない》は 1
名であった。《どちらでもない》と解答した理由は、
未記入であった。

2）「呼吸音聴診」
「呼吸音聴診」トレーニングに参加した学生67名

のうち、トレーニングが《とても役に立った》と解

48

70 9 1

8 8 12

血圧測定・情報収集・指導者への報告（n=80）

呼吸音聴診（n＝67）

図 １ 実習での役立ち
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答した学生は48名、《まあ役に立った》は 8 名、《ど
ちらでもない》は 8 名、《あまり役に立たなかった》
は 1 名、《全く役に立たなかった》は 2 名であった。
また《どちらでもない》・《あまり役に立たなかった》・

《全く役立たなかった》と解答した11名のうち、 9
名が〈実習で聴診しなかったから〉が理由としてお
り、2 名は〈実習で聴診しなかったが、学びは深まっ
た〉と回答していた。

3．学生が認識したトレーニング効果について
表 4 は自由記述の内容分析である。両トレーニン

グにおいて、実習に《役立った》と解答した理由の
うち、学生が認識したトレーニング効果に関するも
のが、117コード、 9 サブカテゴリー、 2 つのカテ
ゴリーが抽出された。本稿では、カテゴリーを【 】、
サブカテゴリ―を［ ］、コードを〈 〉で表す。
【実習への心構えができた】では、［個々の課題解決］

［知識や技術の再確認］［個別性の理解］［自信の獲得］
［実習のイメージ化］から生成、トレーニングに参
加して知識や技術を振り返ることができ、実習への
心構えができたことを示していた。
【実習で効果を実感できた】では、［落ち着いた行

動］［スムーズな行動］［状態把握］［指導者への対
応］から生成、トレーニングでの実践を実習で活か
し、効果を実感していたことを示していた。

Ⅳ．考察

1．実習での呼吸音聴診について
基礎看護学実習Ⅰで、患者の呼吸音を聴診した学

生は50.6%であり、片野（2020）と同様の結果であっ
た。呼吸音聴診の実施率は、学年を重ねるごとに上
昇していくが、その要因には呼吸音聴診や呼吸状態
のアセスメントの重要性・必要性の理解が必要であ
ると言われている。低学年から呼吸音聴診の必要性
を授業や演習、トレーニングでも教授していく必要
がある。

2．学生が認識したトレーニング効果について
1）【実習への心構えができた】

今回トレーニングは、基礎看護学実習Ⅰの日程に
合わせ開催し、授業のない時間外であったが多くの

学生が参加した。また参加した人数により教員の
数を調整し、グループ構成は少人数としたため、教
員の目が届きやすく質疑応答しやすい環境であった。
したがって、〈質問しやすかった〉〈わかりやすく説
明してくださった〉〈近くにいた教員に教えてもら
い疑問を解決することができた〉など［個々の課題
解決］に繋がったと考える。
「血圧測定と情報収集・指導者への報告」トレー

ニングでは、模擬患者を設定し、学生同士がお互い
に相手を変えて繰り返しバイタルサイン測定をする
ことによって、〈手順や声かけなどどのようにすれ
ば患者さんに負担をかけないか、練習する分だけ知
ることはできた〉〈手順をもう一度学ぶことができた〉

〈様々な人の音を聴くことに対応できた〉など実感
していた。舩木（2011）は、血圧測定など技術は回
数を経験するほど習得が可能であると述べている。
吉川,藤野（2019）も看護大学 1 年生の血圧測定ト
レーニングにおいて、測定相手を変え繰り返し血圧
を測定する機会を作ることは、技術習得に役立った
と述べており、今回看護大学 2 年生のトレーニング
でも同様であったと考える。
「呼吸音聴診」トレーニングでは、シミュレータ

で副雑音を聴診したことによって、〈疾患による副
雑音の違いを復習することができた〉〈副雑音の種
類についても判断ができるようになった〉などの意
見が聞かれていた。したがって、トレーニングに
参加することによって、［知識や技術の再確認］や

［個別性の理解］ができ、〈あまり自信がなかったが、
たくさんの人の血圧測定ができ、自信につながった〉
など、トレーニングでの達成感から［自信の獲得］
に繋がったと予測できる。さらに、指導者への報告
シミュレーションにより〈実際に病院で測ったとき
のリハーサルができた〉〈本物の患者と接するよう
に練習できた〉〈どのように指導者、担当看護師に
報告するのか分かった〉など、［実習のイメージ化］
ができていた。学生は患者や看護師との初めてのコ
ミュニケーションに対し、不安を抱えていることが
予測される。鈴木らの調査（2020）では、 7 割の学
生が看護師への報告に苦手意識を感じていると述べ
ている。したがって、基礎看護学実習Ⅰの前に、状
況を設定した血圧測定や指導者への報告をトレーニ
ングとして実施することは、学生の不安軽減にも繋

実践報告 基礎看護学実習Ⅰ前に実施した時間外シミュレーショントレーニングの学生が認識した効果 
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カ
テ
ゴ
リ
ー

サブカテゴリー トレーニング コ－ド

実
習
へ
の
心
構
え
が
で
き
た

個々の課題解決

血圧測定・
指導者への報告

ポイントをわかりやすく教えてもらったのが役に立った
不安だったので分からないところは先生に質問できるという環境で練習を行うことはとても良かった
シミュレーションでバイタルサイン測定を練習して、友達や先生からフィードバックをうけたことで自分
のできていないことが明確になった

呼吸音聴診
先生に質問しやすかった。わかりやすく説明してくださったので理解できた
自分が練習で聞いていた部位が本当にあっているのかを確認することができた
近くにいた教員に教えてもらい疑問を解決することができた

知識や技術の
再確認

血圧測定・
指導者への報告

解剖の復習が出来たと同時に基礎看護学など色々な復習ができた
一年生の時にしたことで、忘れていたので手順をもう一度学ぶことができた
バイタルサインの流れを再確認できた
手順や、声かけなどどのようにすれば、患者さんに負担をかけないか、練習する分だけ知ることができた
報告の仕方の練習が出来たので、言わなければいけないことが整理できた
看護師さんにコミュニケーションをとる方法ができた

呼吸音聴診

解剖生理学の復習にも繋がった
呼吸音の聴診部位をこのトレーニングをうけて確実に聞けるようになった
疾患による副雑音の違いを復習することができた
副雑音の種類についても判断できるようになった
シミュレーターの音をよく聞けたことで断続性の～とか連続性の～などがわかるようになった
授業だけでははとんど理解出来ていなかったが、考えが整理できた
聴診器の押さえ方ができた

個別性の理解
血圧測定・
指導者への報告

バイタルサイン測定を何度も繰り返し練習を行うことによって、様々な人の音を聴くことに対応できた
友達同士で血管の位置などなんとなく触知できるようになっていたが、一回ずつ別の人のバイタルが測れた

呼吸音聴診 人によって皮膚の厚さなとが違うので、色々な人の呼吸音を聞くことは勉強になった

自信の獲得 血圧測定・
指導者への報告

バイタルの測定をたくさんしていたので、自信に繋がった
バイタルサインの測定にあまり自信がなかったが、たくさんの人の血圧測定ができ、自信につながった。
心の準備として練習することができてよかった

実習の
イメージ化

血圧測定・
指導者への報告

実際に病院で測ったときのリハーサルができた
患者役の詳細まで作ってくださっていて、本物の患者と接するように練習することができた
とのように指導者、担当看護師に報告するのか分かった
報告の仕方や、看護師さんとの距離感などを知るきっかけとなった

実
習
で
効
果
を
実
感
で
き
た

落ち着いた行動

血圧測定・
指導者への報告

血圧測定時に緊張せずにできた
実際の実習でも、落ち着いて測ることができた
実習で自信を持って患者さんで測定することができた
実際に患者さんに測る機会があり自然と行えた
バイタルサインを正確に測ることは戸惑うことなくできた
報告まで練習していたので落ち着いてできた

呼吸割恵診
実習で実際に測定する機会があり、冷静に落ち着いて聴取部位を見つけ、聴取することができた
練習を行ったため、実習の際あわてずに聴取することができた

スムーズな行動 血圧測定・
指導者への報告

血圧測定を何回もこおなったことで実習の時にスムーズに会話をしながら行うことができた
実習の私の受け持ち患者さんはずっとベッド上で臥位になっている方だったから、寝た状態での血圧測定
はとても役にたった
報告の仕方を学んでいたため看護師さんにスムーズに報告することができた
演習で報告練習をしていたため、当日に迷わず報告の内容をまとめることができた
報告の仕方や指導者さんと時間が合わなかったときの対応まで学べて、実際に実習で活用することができた

状態把握

血圧測定・
指導者への報告 初めて正常値逸脱の状態を測定し、必要な観察項目を観察することができた

呼吸音聴診
実際に呼吸音を聴取した時に、正常か異常かを聞き分けることができた
呼吸音をしっかりと聴けて患者さんの状態を知ることができた
患者さんがどんな副雑音をしているかがわかった

指導者への
報告靭対応

血圧測定・
指導者への報告

指導者さんからなぜ、そこを聞くのか質問されたときに習ったことが役に立った
報告の時に毎回気管音、肺胞音、気管支肺胞音、呼吸音の強さまで報告することができた

表 ４ 学生が認識したトレーニングの効果

吉川由香里 他
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り、【実習への心構えができた】と考える。

2）【実習で効果を実感できた】
トレーニングを行った学生は、実習で〈緊張せず

にできた〉〈戸惑うことなくできた〉〈スムーズに報
告できた〉など、トレーニングでの実践を活かし、
血圧測定や呼吸音聴診の際には、［落ち着いた行動］

［スムーズな行動］がとれていた。笹野ら（2021）は、
臨地実習では不安や緊張で看護ケアが実践できない
学生が多いと述べている。今回、学生はトレーニン
グで知識や技術手順を再確認したことにより、実習
では不安が和らぎ、落ち着いて行動できたことが達
成感に繋がったのではないかと考える。また、「呼
吸音聴診」トレーニングで、学生がお互いに呼吸音
を聴診することによって、聴診部位による呼吸音の
違いや正常音を確認できた。またシミュレータを活
用して副雑音を繰り返し聴診することで〈必要な観
察項目を観察することができた〉〈正常か異常かを
聞き分けることができた〉など、受け持ち患者の適
切な［状態把握］ができ、アセスメントに繋がった
と予測できる。さらに患者から得られた情報をもと
にアセスメントし、［指導者への報告や対応］がで
きたことも示されており、トレーニングでの指導者
への報告シミュレーションを思い出し【実習で効果
を実感できた】ことに繋がったと考える。

3．今後のトレーニングに向けての課題
今回、基礎看護学実習Ⅰ前に実施したシミュレー

ション教育による血圧測定や呼吸音聴診の反復ト
レーニングや、得られた情報をアセスメントし、指
導者へ報告するという過程のトレーニングは吉川,
藤野（2019）と同様、実習に役立つ有意義なトレー
ニングであったと考える。一方、トレーニングで
行った「血圧測定」や「呼吸音聴診」では、座位に
なっている患者に実施していたが、患者からの情報
収集シミュレーションでは、臥床している患者に血
圧測定を実施している。そのため、実習での効果と
して［実習の私の受け持ち患者さんはずっとベッド
で臥床になっている方だったから、寝た状態での血
圧測定はとても役にたった］と述べていた。しかし、
トレーニングで臥床している患者の血圧測定を実施
した学生は、グループ代表のみであったため少ない。

実習では血圧測定や呼吸音聴診は患者が座位である
場合に実施するとは限らないため、今後は臥床して
いる患者や点滴をしている患者、難聴がありコミュ
ニケーションがとりにくい患者など、状況設定を変
更し、その状況下で参加した学生全員が、血圧測定
や呼吸音聴取するトレーニング内容も考慮していき
たい。

Ⅴ．結語

A看護大学において、 2 年生前期の基礎看護学実
習Ⅰ前に実施された時間外トレーニングの効果を分
析した結果、自己の課題解決や知識や技術の再確認
することができたことによって、自信の獲得に繋が
り、【実習への心構えができた】。また、トレーニン
グすることによって、実習では落ち着いてスムーズ
に行動でき、患者の状態を適切に把握、アセスメン
トして指導者へ報告できるようになっており、【実
習で効果を実感できた】ことがわかった。したがっ
て、今回実践したトレーニングは実習を控えた学生
にとって有意義であったと考える。今後も継続して
効果的なトレーニングが開催できるよう、学生と情
報共有し必要なトレーニング構成や内容を検討する
必要がある。
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